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１ はじめに 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（以下「法」という。）の一部改正

（平成 20 年 4 月 1 日施行）により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事

務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、議会に提出するとともに、公表することとなりました。 
この報告書は、鳩山町教育委員会が同法の規定に基づき、毎年度教育行政の基

本方針として定めている鳩山町教育行政重点施策に関し、平成２２年度に重点的

に取り組んだ事業について、点検及び評価を実施した結果をとりまとめたもので

す。 
 
２ 点検評価の対象及び方法 

鳩山町では、毎年度「教育行政重点施策及び努力点」を定めております。この

重点施策は、教育委員会がその年度に重点的に取り組むべき施策として定めてお

り、これに基づき、教育委員会が自ら点検評価を実施するものです。 
また、法第 27 条第 2 項の規定に基づく、有識者の活用については、学識経験

者３名から意見をいただきました。 
 

氏 名 経  歴 
仁平 三奈子 元学童保育おしゃもじ山クラブ会長 
鈴関  純樹 元今宿小学校 PTA会長 
橋詰  玲子 元鳩丘小学校 PTA会長 

 
３ 鳩山町教育行政の重点施策 

【基本理念】 
 『意欲を育み 心をつなぐ』 
  鳩山の子ども発信や子どもたちの実態を踏まえ、未来に希望を持ち、心豊か 

に、力強く生きていく鳩山の子を育てるために「意欲を育み 心をつなぐ」 
を基本理念とする。 

１ 意欲を育むために 
  愛情（人間愛）を基本に、学び合い・触れ合い・認め合い・励まし合い、 

心安らぐ居場所を作り、家庭・学校・地域で、意欲を育む。 
２ 心をつなぐために 
  一緒に行動（協働）することを基本に、ともに信じ、喜び、絆を深めなが 

ら愛情を持って見守ることで、心をつなぐ。 
３ 意欲と心をつなぐために 
  言葉の力で「意欲を育み、心を拓く」前向きな声掛けをする。特に、「お 

はよう、ありがとう、ごめんなさい、どうぞ、どういたしまして」の言葉 
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を大切に指導する。 
 

 【重点施策・努力点】 
（１）創造性と社会性を育む幼稚園・学校教育の推進 

① 創意を生かした特色ある幼稚園・学校づくりの推進 
② 鳩山町学力向上・指導方法改善プランの推進 
③ 環境教育実践プランの推進 

 
（２）健やかな心と体（感動・優しさ・努力・体力）を育む健康教育の推進 

① 鳩山町体力向上プランの推進 
② 鳩山町食育教育推進プランの推進 
③ 読書・多様な遊び実践プラン 
④ 基本的人権を尊重する教育の推進 
⑤ 特別支援教育・心を育てる生徒指導の充実 

 
（３）家庭・地域の教育力（愛情・安心・信頼・真心・躾）の向上 

① 学校応援団の充実プラン 
② 親学講座（仮称）実施プラン 
③ 私の家族・役割充実プラン（一人一役運動） 

 
（４）生涯学習（文化的活動）とスポーツの振興 

① 多世代活動交流センター活用プラン 
② 鳩山中学校ミュージアムの創造・活用プラン（郷土学習センター構想） 
③ スポーツ行事の活性化、施設の活用・充実プラン 
④ 一人１スポーツ実践プラン 

 
４ 重点施策に基づき取り組んだ主な事業と評価 

 

（１）創造性と社会性を育む幼稚園・学校教育の推進 

①創意を生かした特色ある幼稚園・学校づくりの推進 

   鳩山町の公立幼稚園、各小中学校ではそれぞれに研究課題を設定して、研究 
を行い、特色ある教育活動を展開しました。教育委員会は適宜サポートする体 
制で係わっています。 

   平成２２年度の公立幼稚園・各小中学校の研究課題は以下のとおりです。 
   鳩山幼稚園 「教師の資質向上」 

…一人ひとりの教員が課題意識を持って… 
   亀井小学校 「学び合いを通し、相互に学力を向上する児童の育成」 
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…算数科の学習をとおして… 
   今宿小学校 「算数科における問題解決学習の指導と展開の工夫」 
      …基礎基本の徹底と活用力の向上をめざして… 

鳩山小学校 「自ら気づき、進んで学び合う、心やさしい鳩山小児童の育成」 
       …教員一人ひとりが研究授業を行い指導力の向上を図る… 
    鳩山中学校 「主体的に学び、考え、活動する生徒の育成をめざして」 

…共に学び、個を生かす指導形態と評価の工夫… 
      

②鳩山町学力向上・指導方法改善プランの推進 

「教育に関する３つの達成目標」を幼稚園、各小中学校の重点目標として位 
置づけ、自校（園）の子どもたちの実態把握から課題設定を行い、取り組みま

した。特に、基礎的・基本的内容に係わる部分では、各学校の年間指導計画上

に明示して教職員が重点課題として学力向上に取り組みました。 
   教育委員会では幼稚園と各小中学校に町費任用の学習支援講師７名や各小 

学校に英語指導助手３名、特別支援教育支援員５名を配置するなど人的措置を 
講じてバックアップを行っています。 
また、中学校ではすべての学年において「３５人学級」を実現するために町 

  費による少人数学級支援講師（６名）を配置し、きめ細やかな学習指導・生活

指導ができる環境づくりを進めました。 
各小中学校はこれら講師を活用し、指導法の工夫改善に取り組みました。小 

学校においては埼玉県学力・学習状況調査では、学校毎の結果に開きが見られ、

効果をあげている学校の取組を広める必要が出てきました。また、中学校でも

年度による結果の差が大きく、小中ともに生きる力を育むための基礎的・基本

的な学習内容の定着化が課題となりました。そのため、平成２１年度から立ち

上げた「鳩山町学力向上推進委員会」では、よりよい指導についての共有化や、

家庭学習の習慣化のための学力向上リーフレット『「確かな学力」を育む家庭

でできる３つのポイント』を作成し、昨年に引き続き配付しました。 
平成２２年度は基本的な生活習慣を確立し、健康な心と体で学習に取り組め 

るよう、家庭での生活習慣のアンケートを実施しました。その結果を考察した

リーフレットを配付し、家庭学習を含めた基本的な生活習慣の定着について啓

発を行いました。 
 

③環境教育実践プランの推進 

鳩山町立各小中学校すべてに太陽光発電設備の設置が終わり、これを活用し 

  た授業計画を平成２２年度に作成し、平成２３年度から全小・中学校で取り組

む体制を作りました。 
   また、平成２１年度に電子黒板等のＩＣＴ機器の各学校への整備が図られ、 
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引き続きこれらの機器をいかに活用し、教育効果を高めていくかが課題となっ 
ています。そのために、今後ともさまざまな教員の研修の機会を増やしていか 
なければならないと考えています。 

   学習環境の整備・充実としては、国の緊急経済対策に基づく各種の補助金を 

積極的かつ有効的に活用し、小中学校の校舎・体育館の耐震化工事や大規模改 

造工事などを積極的に進め、すべての小中学校の耐震化が完了するとともに大 

規模改造工事により校舎内の内装木質化等を行うことができました。  

  また、中学校の学習指導要領の改訂に伴う武道の必修化に対応するため、中

学校に武道場を新築しました。さらに、すべての小中学校に太陽光発電設備を

設置し、環境教育の推進を図りました。 

 

学校名 耐震化・大規模改造工事など その他教材整備など 

亀井小学校 ・体育館耐震補強及び大規模改造工事 

・太陽光発電設備設置工事 

・加湿空気清浄機 13台 

今宿小学校 ・太陽光発電設備設置工事 ・加湿空気清浄機 19台 

鳩山小学校  ・加湿空気清浄機 19台 

鳩山中学校 ・旧校舎耐震補強及び大規模改造工事 

・新校舎大規模改造工事 

・武道館新築工事 

・文化財展示室設置工事 

・加湿空気清浄機 20台 

鳩山幼稚園  ・加湿空気清浄機 9台 

 
【評価】 

① 教育は人なり、教職員の資質の向上を図ること、日常の授業をいかに充実

させることができるかに教育の成果は左右されます。幼稚園、各学校におい

てはそれぞれの学校課題を設定し、年間で一人一回は授業を見せ合い、研修

の機会を設けてきました。また、各種の研修会での成果を、各学校において

広めることを通して教職員の資質の向上に取り組んできました。教育委員会

としても、可能な限り参加して引き続き指導をしていくことに努めていきま

す。また、平成２１年度から立ち上げた「鳩山町学力向上推進委員会」では、

９年間を見通した児童・生徒の育成を行うため、学校でできること、家庭に

お願いすること等について今後も検討を重ね、児童・生徒の学力向上に努め

てまいります。また、平成２１年度から小中連携を進めるための合同研修会

を開き、情報連携を中心に連携しています。 
さらに、平成２３年度は県の研究委嘱を受け、鳩山小学校を中心とした
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幼・保・小連携推進事業に取り組みます。これからの教育課題である「幼・

小・中の連携」を行い、幼から小へ、小から中への接続時における課題を減

らす方向で町としての施策を考える必要があります。それぞれの園・学校で

の情報交換や授業公開の取組の一層の充実を図っていきます。 
 

② 「環のまちはとやま きめこまやかな学習支援事業」においては比企郡内 
の市町の中でも最も充実した人的配置を行っています。さまざまな課題を抱

えた子どもたちが増加する中で、現場の学校からは「何よりありがたい」と

いう声が届いており、引き続き予算の許す範囲で、この事業を継続し、学校

へのサポートを行っていきたいと考えています。 
「早寝・早起き・朝ごはん」は、学習に臨む基礎基本とも言える家庭環境

です。機会ある毎に家庭に周知し、引き続き保護者の意識を高めていく必要

があります。家庭への啓発資料を配付し、平成２３年度も引き続き取り組ん

でまいります。今後は各種関係機関との連携も視野に入れながら健やかな心

と体を持つ子どもの育成に努めていくことが重要と考えています。 
 

③ 平成２２年度は指導計画の作成が完了して平成２３年度から実施となる 

体制づくりが進められました。 

学校施設は、児童・生徒が一日の大半を過ごす場であることから、すべて

の学校施設の耐震化が完了できたことにより安全・安心な環境作りができま

した。しかし、大規模改造工事では、屋上防水・外壁改修塗装・内装木質化

等は実施できましたが、まだ、電気・機械及び給排水設備関係の改修が残っ

ています。よって、これから計画的に改修を考える必要があります。また、

太陽光発電設備の設置がすべての小中学校で完了しましたことにより自然

エネルギーについての環境教育に役立てていくとともに節電への取り組み

も行っていきます。 
  

（２）健やかな心と体（感動・優しさ・努力・体力）を育む健康教育の推進 

①鳩山町体力向上推進プランの推進 

全学校で「早寝・早起き・朝ごはん」を合い言葉に、朝食欠食児童の減少に 
取り組みました。さらに、学校保健委員会等に外部講師を招き「健康教育」に

ついての教職員・保護者対象の講習会を開催したり、歯科衛生士を招いた児童

対象の歯科授業を展開したりする等、健康教育の充実を目指した取り組みを行

いました。 
   また、幼稚園、各小中学校においては外遊びの奨励や、業前・業間活動を意 

図的・計画的に行い運動習慣の確立に努めました。さらに、小中学校では体育 
授業時に基礎体力を身につけるために県教委が推奨している「すくすく・ステ 
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ップアッププログラム」を取り入れた授業を行っています。 
各学校では自校の児童・生徒の課題から運動時間を確保するとともに、日常 

の体育授業の指導法を工夫・改善して取り組みました。 
 

 ②鳩山町食育教育推進プランの推進 

   学校給食センターでは、全学校で「早寝・早起き・朝ごはん」を合い言葉に、

朝食欠食児童の減少に取り組みました。また、小学校社会科授業において学校

栄養士による食の大切さや栄養に関する食育の授業を行いました。 
 

  ③読書・多様な遊び実践プラン 

   図書館では、小学生・中学生に対して毎月「こども図書館だより」、「中学生 

図書館だより」を発行して、行事案内や図書の読書案内を行い、図書館を利用

して多くの本を読んでいただくようＰＲしました。 

また、一般利用者の方につきましては、毎月の広報において、司書が選ぶ本 

を掲載して、多くの本を読んでいただくようＰＲしました。また、乳幼児から

小学生が本に親しむために次の事業を実施しました。 

ア すこやかブック事業 

図書館では、乳幼児から本に親しんでいただくために、保健センターで

実施している「乳児検診」の合間を利用させていただき、ボランティアの

方と一緒にあかちゃんに絵本の読み聞かせを行いました。 

年６回５３名に実施させていただきました。また、それと同時にお母さ

んに対して、あかちゃんの絵本リストなどを配布して絵本を紹介するとと

もに、図書館で実施している事業（うさぎちゃんのへや）のＰＲも行いま

した。 

   イ うさぎちゃんのへや 

     毎月第２・第４金曜日の午後１時３０分から多世代活動交流センターつ

どいの広場（ぽっぽ）において、未就学児対象の絵本を使ったおはなしと

手あそびを実施しました。 

     年２１回延べ２１７名の方が参加されました。 

   ウ こどもおはなし会 

     毎月第１・第３土曜日の午前１０時３０分から小学生までを対象に、本

を使ったおはなしと、紙工作を行いました。 

   年２２回延べ７３名の方が参加されました。 

 
 ④基本的人権を尊重する教育の推進 

さまざまな人権問題を解決するため人権教育を系統的、計画的に推進し、     

人権に関する学習機会の充実を図ることとしました。 
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「基本的人権を尊重する教育の推進」では、女性、子ども、高齢者等さまざ 

まな人権問題の解決を図るため、人権教育・人権啓発事業に取り組んできまし 

た。 

主な人権教育推進事業では、小学生を対象とした「のびのび鳩山」（１～３

年生）を７回、「子どもおもしろ科学館」（４～６年生）を６回実施しました。 

「のびのび鳩山」や「子どもおもしろ科学館」では、児童が相互に協力し、

町内の散策やものづくり、実験や観察を通して豊かな心や思いやりの心を醸成

するための体験学習の場を提供しました。 

「いろいろなものを作ることができうれしかった。鳩山町の中で、まだ知ら 

ないところを歩き楽しかった。」「他の小学校の人と友達になることができて良

かった。友達が増えた。」「実験や観察で新しいことを学ぶことができ、うれし

かった。また参加したい。」などの感想がありました。 

 

  ア のびのび鳩山                      （単位：人） 

 

  イ 子どもおもしろ科学館                   （単位：人） 

成人を対象とした「紙工芸教室」を５回、「
女
ひとと

男
ひとの生き方学級」を７回実施

しました。「紙工芸教室」では、参加者が相互に作品を鑑賞したり、実習を通し

て相手の見方や考え方を尊重する心を醸成することを目的に実施し、啓発パンフ

レットでの学習も取り入れ、一人ひとりの人権意識の高揚を図りました。 
 

回 期 日 時 間 内   容 会 場 参加者数 

1 5／15（土） 9：00～11：30 シャボン玉遊びをしよう 中央公民館 43  

2 6／12（土） 9：00～11：30 七夕かざりを作ろう 中央公民館 33 

3 7／21（水） 9：00～11：30 ささ舟遊びをしよう ときがわ町 36 

4 9／ 4（土） 9：00～11：30 奥田地区を散策しよう 奥田公会堂・大沼 30 

5 10／10（土） 9：00～11：30 泉井神社のお祭りを見学しよう 亀井分館・泉井神社 19 

6 12／18（土） 9：00～11：30 松ぼっくりのびん詰めを作ろう 中央公民館 28 

7 1／15（土） 9：00～11：30 もちつき大会 農村公園 40 

回 期 日 時 間 内   容 会   場 参加者数 

1 5／29（土） 9：00～11：30 日時計を作る 石坂集会所 30 

2 6／26（土） 9：00～11：30 モーターを作る 石坂集会所 25 

3 7／17（土） 9：00～11：30 浮沈子の不思議   石坂集会所 21 

4 8／19（木） 9：00～11：30 越辺川の水生生物の観察 坂戸市・越辺川河原 17 

5 10／ 2（土） 9：00～11：30 パズルに挑戦しよう 石坂集会所 17 

6 10／16（土） 9：00～11：30 ポップコーンを作る 石坂集会所 15 
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ウ 紙工芸教室                         （単位：人） 

回 期 日 時 間 内   容 会   場 参加者数 

1 11／17（水） 

9：30～11：30 

新聞の折り込みチラシを

棒状に丸め、日用品を作

る。他者の見方を尊重し、

あらゆる人権問題を学習

する 

石坂集会所 7 

2 11／24（水） 石坂集会所 6 

3 12／ 1（水） 石坂集会所 7 

4 12／ 8（水） 石坂集会所 6 

5 12／15（水） 石坂集会所 7 

 

  男女共同参画社会の実現を目指し、「女
ひと

と男
ひと

の生き方学級」を開催しました。

受講生の中から運営委員を募り、運営委員会で協議を重ね事業計画や年間テ 

ーマを定め、学級では運営委員が受付・司会・記録など役割分担して実施しま

した。 

   年間テーマを「鳩山を知ろう。鳩山町の地誌を通して町の昔を知る」と定め、 

植物観察や鳩山の地誌学習を通して一人ひとりを大切にする心の醸成に重点 

を置いて学習を重ねてきました。 

   また、各自の名前や性質が異なることと同様、植物もそれぞれ命があり、名 

前も特徴も異なる。人間だけでなく、植物も大切にする心を育む学習を通じて 

さまざまな人権問題を正しく理解しようとする取組みです。 

 

 ア 女と男の生き方学級                      （単位：人） 

回 期 日 時 間 内   容 会  場 
参加者

数 

1 5／26（水） 9：30～12：00 
【植物観察】越辺川堤防散策 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
石坂地内 28 

2 7／27（火） 9：30～12：00 
【地誌学習】鳩山の地名を学ぶ 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
石坂集会所 28 

3 9／28（火） 9：30～12：00 
【植物観察】奥田・大沼周辺の散策 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
奥田地内 26 

4 11／29（月） 9：30～12：00 
【植物観察】熊井・石場沼周辺散策 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
熊井地内 24 

5 1／25（火） 9：30～12：00 
【地誌学習】鳩山の地名を学ぶ 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
石坂集会所 24 

6 2／22（火） 9：30～12：00 
【植物観察】スライドで見る春の植物 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
中央公民館 24 

7 3／16（水） 9：30～12：00 
【地誌学習】鳩山の地名のまとめ 

講師：社会教育指導員 小林一公氏 
石坂集会所 13 
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   研修会等では、教職員を対象とした「人権問題研修会」を、また、町民を対 

象とした「人権問題を考える町民の集い」をそれぞれ１回開催しました。 

     「人権問題研修会」では、児童生徒の発達段階に応じた人権教育を推進する 

ため、「武州鼻緒騒動を考える」～新資料・新視点を踏まえて～と題した講演 

を教職員は熱心に学習し、充実した研修会になりました。 

また、「人権問題を考える町民の集い」では、人権が尊重された社会づくり 

に向けて町民意識の高揚を図るため、東京電機大学管弦楽団の演奏と鳩山キッ

ズダンスによるオープニング、「壊れた心のメガネ」と題した講演、最後に小・

中学生の代表による人権作文の朗読発表がありました。 

成果としては、人権教育推進事業や研修会等の開催により、さまざまな人権 

課題について町民一人ひとりがその現状を正しく理解する学習機会に参加さ

れ、自分自身の問題として自他を大切にする心を醸成することができたのでは

ないかと考えております。 

   今後もさまざまな人権課題の解決に向け、一人ひとりの人権意識の高揚を図 

るため人権教育・人権啓発に努めていきたいと考えております。 

 

人権問題研修会等実施状況                   （単位：人） 

期 日 時 間 内    容 会 場 参加者数 

8／18（水） 10：00～12：00 

鳩山町人権問題研修会 

講演：演題「武州鼻緒騒動を考える」 

      ～新資料・新視点を踏まえて～ 

講師：武州鼻緒騒動研究会副会長 大熊哲雄氏 

鳩山町役場 71 

12／4（土） 9：30～12：00 

鳩山町人権問題を考える町民の集い 

オープニング 東京電機大学管弦楽団 

鳩山キッズダンス 

講演：演題「壊れた心のメガネ」 

講師：林家花丸氏（落語家） 

人権作文発表（小・中学生 5 名） 

鳩山町文化会館 353 

 

⑤特別支援教育・心を育てる生徒指導の充実 

就学支援委員会では、平成２０年度には私立保育園を、平成２１年度には県 

立特別支援学校、町の保健センター職員等をメンバーに加え、より良い就学相

談体制を構築しました。平成２２年度からは私立幼稚園もメンバーとして加え、

町の全幼児教育施設をメンバーとした就学支援体制の充実を目指しました。こ

れにより町立小学校に入学する町内の幼稚園・保育園の子どもについては全員

が就学支援委員会での話し合いの対象となりました。また、埼玉県立毛呂山特

別支援学校のセンター的機能（県の施策）を活用し、情報連携とともに教員研
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修等でも連携を深めることができました。今後も引き続き連携を深めてまいり

ます。 
 児童・生徒の問題行動に適切に対処するには、その知識や技能を持った教職

員の育成が欠かせません。各種のカウンセリング研修会への参加の奨励や相談

員との連携によって、様々な課題を抱えた子どもや保護者への対応を行う体勢

を整備・充実させていく必要があります。鳩山中学校に設置の「さわやか相談

室」と各小学校との連携を強化し、積極的な生徒指導・教育相談体制を広めて

いきます。また、生徒指導面での小中連携を充実させるため、平成２０年度か

ら立ち上げた生徒指導主任の連携会議を引き続き開催しました。２１年度から

は小学校３校で共通した「学習のきまり」を活用し、中学校への接続をスムー

ズにする取り組みを始めました。平成２３年度からは中学校でも同様な「学習

の約束」を使用して小・中の連携を図ります。また、授業規律についても同様

に連携して取り組みます。 
   また、各学校では積極的な生徒指導を行い問題行動を起こさせない指導を目 

指しています。 
   各学校では児童生徒との個別面談や教育相談、アンケートなどを実施し一人 

ひとりを大切にする生徒指導に取り組んでいます。 
    不登校傾向のある児童・生徒が前年より若干増加傾向にあるため、この点を 

重点として平成２３年度は取り組む必要があると考えますが、家庭での意図的 
な就学拒否等の児童もおり、学校だけでなく、福祉部門との連携も重要になる 
と考えています。 

  

【評価】 

  ① 鳩山町の児童生徒の体力向上は、学力向上とともに大きな課題になってい

ます。各学校の取り組みにより、経年比較では、平成２２年度も体力の向上

が見られていますが、新体力テストの県平均と比較すると、まだまだ種目に

よっては課題が見られます。平成２２年度は、５０ｍ走とシャトルランを児

童の課題と考え、各学校の体育授業の準備運動に短距離走を取り入れたり、

業前運動などで走る運動を取り入れるなど工夫した取り組みを通年で行っ

てきました。体力向上推進委員会では、これら各学校の取り組みを情報交換

することで効果的な取り組みを町全体へ広げることができました。平成２３

年度は、体力向上推進委員会とは別に、実務的な体育主任会を開催し、小学

校３校で体力向上に向けた共通した取り組みができるようにしていく必要

があります。 

    

② 「早寝・早起き・朝ごはん」は、学習に臨む基礎基本とも言える家庭環境

です。機会ある毎に家庭に周知し、引き続き保護者の意識を高め、欠食児童
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生徒を減らしていく必要があります。 
 

③ 読書に関しては、小中学校の先生方を通じ児童・生徒には毎月、「図書館

だより」の配布を行いました。 
  結果的には、毎月図書館行事並びに図書紹介などをＰＲしてきましたが、

なかなか小中学校並びに高校生の年齢層については、利用者数が伸びません。  
 今後、それぞれの学校図書室もあるなかで、利用者数が増加する魅力ある

図書館にするにはどうすればよいかが課題となっております。引き続き、魅

力ある図書館を目指して、努力していきたいと考えております。 
また、各事業では、あかちゃんの時から本に親しみを持っていただくよう

に、読み聞かせ等を実施しておりますが、今後、お母さん、お父さんにも本

の大切さを理解していただくような企画を考えていければと思っておりま

す。 

 

  ④ 今日、私たちの身の回りには女性・子ども・高齢者・障害者・外国人・同

和問題などさまざまな人権問題があります。こうした問題を解決していくた

めには、一人ひとりが個々の問題を正しく認識し、お互いに相手を思いやり、

偏見や差別を解消しようとする心を養うとともに、行動していくことが大切

です。 

教育委員会としては、児童生徒一人ひとりの発達段階に合わせた学校教育

における人権教育の実践や社会教育分野における人権教育を関係機関や団

体などと協力連携し、計画的に諸事業を推進しています。 

その結果、学校における人権教育の成果として教職員などの指導により、

児童生徒が相互に協力し他人を思いやる気持ちを身につけ、行動できるよう

になったことについては評価できますが、いじめやそれに類似した行動が皆

無とは言えないと思われるため、各学校での人権教育推進組織や教育相談体

制の充実・強化に努めるとともに、学校・家庭・地域などが連携して一人ひ

とりの児童生徒の状況を踏まえ、早期に対応し解決する必要があります。 

    社会教育分野における人権教育の取り組みについては、人権教育推進事業 

(「のびのび鳩山」、「子どもおもしろ科学館」、「紙工芸教室」、「女と男の生 

き方学級」)を通して参加者の人権意識が徐々に高まってきていると思われ、

評価できますが、参加者は町民の一部であるため、今後もより多くの人々に

学習への参加を呼びかけ、さまざまな人権課題の解決に努めていく必要があ

ります。 

    また、研修会への参加についても団体や組織などに所属する一部の町民に

限られるため、今後も広報活動に努め、人権教育・人権啓発の効果的な方策

について見直し、粘り強く継続して取り組んでいくことが大切であると思わ
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れます。 

    石坂集会所については、人権教育・人権啓発を推進するための拠点施設で

あると同時に、日頃から地域住民の集会施設として、また、町民の文化活動

や相互交流のための施設として住民が利用されており、一定の評価はできる

と思われます。ただし、通常は無人の施設であるため、今後も施設設備の定

期的な点検を励行し、町民が快適に利用できるよう、教育委員会で適正に管

理運営していきたいと考えています。 

 

⑤ 教育委員会では、年間４回の就学支援委員会を開催し、園児、児童・生

徒一人ひとりに合った就学先をアドバイスできる体制のもと、就学につい

て支援を行っています。 

また、幼稚園、小中学校においては、町費対応で特別支援教育支援員を配

置し、個別の指導の充実を図るための教育支援を行っています。町内の３つ

の学校にある特別支援学級においては、児童・生徒一人ひとりの教育ニーズ

に合った「個別の教育支援計画」を作成し、個に応じた支援を行う体制を整

備しました。 
さらに、特別支援学級の担当教諭には積極的に県の研修の受講を勧め、特

別支援教育についての専門性の向上を図りました。平成２２年度からは埼玉

県立毛呂山特別支援学校との連携を深め、指導者の派遣等で協力を得る体制

を作りました。 
 

（３）家庭・地域の教育力（愛情・安心・信頼・真心・躾）の向上 

  ①学校応援団の充実プラン 

家庭・地域社会との連携を図るために、ＰＴＡ活動を拡大する形で２１年度 

に全校で学校応援団が設置されました。平成２２年度から年に２回の学校応援

団コーディネーター会議を教育委員会が主催し、コーディネーターの横の情報

連携を図る体制をつくりました。 

       

  ②親学講座（仮称）実施プラン 

   生涯学習体系の整備充実を図り、学社融合を進める中で、学習活動の総合的、 

効果的な推進を図ることとしました。 

「社会の進展に応ずる生涯学習の推進」では、町民の生涯学習活動の推進を 

図るため、学習機会の充実を目標に各種事業を進めてきました。 

主な事業については、「ふるさとの民話・童謡まつり」では、社会教育委員 

の皆さんが当日の運営（受付・会場・進行の各係）を行い、小・中学生を含め

た出演団体(７団体)が童謡等を披露し、また、小・中学生の代表によるふるさ

と作文の朗読発表を行いました。参観者は１９０名でした。 
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事業実施状況 

日 時 事 業 名 会 場 参 加 者 数 

11／3（水） 

13：30～15：30 

ふるさとの民

話・童謡まつり 
鳩山町文化会館 

出演者  7団体（個人） 

作文朗読者 小・中学生 9人 

参観者   190人 

 

次に、家庭の教育力の向上を図るため、「親の学習講座」事業にも取組みま

した。就学時健康診断や中学校入学予定者保護者説明会、中学校の家庭科の授

業における中学生と乳幼児とのふれあい体験学習などを実施しました。指導者

は「親の学習講座」事業指導者養成講座の修了者や埼玉県家庭教育アドバイザ

ーに依頼し、事前の打合せ会などにより協議して、執務の割り振りを行いまし

た。 

特に、乳幼児と鳩山中学校生徒とのふれあい授業は、家庭科での「育児」の 

単元に基づく体験学習で、日頃乳幼児とふれあう機会の少ない中学生が、赤ち

ゃんのかわいさや命の大切さ、親への感謝の気持ちを育むことを目的に社会教

育委員を中心として中学校、幼稚園、乳幼児を持つ保護者、埼玉県家庭教育ア

ドバイザーなど多数の方々のご協力により充実した事業となりました。 

これらの事業の成果としては、町民相互の交流を図り、各種活動への理解や 

ふるさとを見つめる心を涵養することができ、また、親子のコミュニケーショ

ンの大切さ、家庭教育の重要性などについて改めて考える機会を提供できたも

のと認識しております。こうした生涯学習事業の取り組みが町の活性化に寄与

できたものと考えています。 

 

親の学習講座事業の実施状況 

位置づけ 時期 会場 回数 テーマ 参加者 指導者 

就学時健診 10月 各小学校 3回 元気に学校生活を送る 96人 3人 

家庭科授業 7～10月 鳩山幼稚園 4回 乳幼児と生徒のふれあい 104人 40人 

新入学説明会 2月 鳩山中学校 1回 思春期の心 91人 1人 

合 計   8回  291人 44人 

 

今日、少子高齢化・国際化・高度情報化など子どもたちを取り巻く社会環境

が急変しています。このような状況を踏まえ、「親や地域で子どものよさを更

に伸ばそう 子育ての町鳩山を創ろう」をテーマに、幼児・児童・生徒を持つ

保護者をはじめ町民を対象に子どもたちの健やかな成長を願い、小中学校ＰＴ

Ａを中心に町内の諸団体などで組織する「鳩山町親学講座実行委員会」が発足

しました。  
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実行委員会が主体的に企画・運営し、家庭・学校・地域・職場が相互に連携

し、町民一人ひとりが子育てについて関心や意識を高め、地域を挙げて子育て

に取組む町鳩山の実現のため、親学講座を開設しました。 

 

親学講座講演会の実施状況 

日 時 会 場 講 師 演  題 主 催 参加者 

9/19(日) 

9:30～2:00 

今宿コミュ

ニティーセ

ンター 

児童文学作家 

上條さなえ氏 

「10歳の放浪記」

～家族ほど大事な

ものはない～ 

鳩山町・ 

鳩山町教育

委員会 

 

187人 

1/23(日) 

13:00 

～15:30 

鳩山町文化

会館 

作家 

乙武洋匡氏 

「子どもたちの

ためにできるこ

と」 

鳩山町親学

講座実行委

員会 

 

453人 

 

  ③私の家族・役割充実プラン（一人一役運動） 

   この施策は家庭の中で児童・生徒一人ひとりの所属感・自己有用感を高める

ために施策として掲げたものでしたが、教育委員会としてこのプランを具現化

する場をどこに求めるかという点で、校長会・教頭会での指示を通して学校単

位での家庭への啓発を行いました。特に、長期休業中には各学校で発行するし

おり等にも家庭の中での役割を持たせるようにとの働きかけが行われました。 
  

【評価】 

 ① 学校応援団として町内の全校設置２年目となり、コーディネーターの方々

の連携が進み、自主的な情報交換等も行われてきました。コーディネーター

の方々もＰＴＡ関係（経験者も含めて）からの選出が多く、小学校３校の児

童が中学校１校へ進学する鳩山町ならではの連携が図れてきていると感じ

ます。特に中学校でのコーディネーター３名（各小学校区より選出）という

体制が有効に機能しています。課題としては、仕事を持たれている方々が多

く県の研修等に参加できない場合が多いことです。  

 

② 少子高齢化、情報化、国際化など社会情勢が急激に変化する今日、住民の

ニーズも多様化しています。地方自治体の財政状況も長引く景気低迷の影響

を受け、住民サービスの維持に苦慮しています。こうした状況に対処するた

めには、行政と住民などが連携協力し、相互に知恵を出し合い、協働で事務

事業を進めていくことも必要です。また、過去の成果や課題を踏まえ、常に

創意工夫した取組や改善が不可欠です。 

今後の生涯学習事業については、町民や各種のグループ・サークルが連携

し、自ら実行委員会などを組織して主体的に取組む方法も望ましいと考えて
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います。 

    毎年１１月の「はとやま祭」に合わせ、社会教育委員の年間事業計画に位

置づけられ、主体的に運営している「ふるさとの民話・童謡まつり」は、す

でに生涯学習事業として町民に定着しており、評価できますが、民話の朗読

者の確保が年々難しくなる状況を踏まえ、形骸化防止のため事業の名称の見

直しも必要と思われます。 

親の学習講座事業に関しては、少子化の中で、親子のコミュニケーション

の大切さや家庭教育の重要性などについて、町民に改めて考える機会を提供

できたものと認識しております。 

親学講座は、平成２２年度新規事業として町内の各種団体や組織の代表者

で構成された実行委員会で講座内容や運営の役割分担などについて協議し

ました。講演会を２回開催し、第１回は町と教育委員会の主催、第２回は親

学講座実行委員会の主催でした。 

参加者の多くが子育てや家族について講師の話に感動するとともに、講演

会に参加して満足した。より多くの人に講演会に参加してもらいたい。主催

者に感謝したい。などの感想がありました。 

各社会教育関係団体への支援については、関係法令等に基づき育成すると

ともに、活動状況を把握し、適時助言をしていくことも必要です。財政支援

については、引き続き関係団体の活動実績を踏まえ、町の行財政改革計画に

基づいて取り組んでいく必要があります。 

また、各社会教育施設や当該設備については、町民が安全に安心してご利

用いただけるよう、日頃の適正な管理が大切であることは当然ですが、限ら

れた財政(予算)の下では、課内で連絡調整し、修繕すべきところは優先順位

を設けるなど計画的に進める必要があります。 

中央公民館が主体となり実施している「だれでもチャレンジステージ」は、

協働運営の原点に立ち返り、出演者自からの広報活動等により、来場者が増

加しました。また、「中央文化祭」、「鳩山陶芸展」につきましても、従来の

「はとやま祭」に併せた開催に戻したことから来場者の増加を得ることがで

きました。 

 

  ③ 家庭の中での活動であるために、その実施についての客観的な評価を行う 

   ことが難しく、実際にどれくらいの児童・生徒が一人一役を実施したのかは

分かりません。また、特に学校から言われなくても当然のことである、とい

う家庭もありますが、今後は教育委員会からも重点施策の一つとして、一人

一役運動実施週間のような形で、家庭へ啓発も行っていく必要があると思い

ます。 

（４）生涯学習（文化的活動）とスポーツの振興 
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  ①多世代活動交流センター活用プラン 

   文化の振興と文化財保護として、次のような活用を図ることとしました。 

ア 芸術文化を通じて町民の輪を広げるための文化活動の振興を図る 

多世代活動交流センター２階の美術展示室において、「平成２２年度上

半期展示会」と「平成２２年度下半期展示会」を開催し、町所蔵の美術品

展の公開を行いました。また、特別展示として町内絵画サークルを起用し

た｢鳩山絵画展｣を開催し、町内外から多くの来場者がありました。 

 

展 示 会 等 場 所 開催期間 参加者数 

平成 22 年度上半期展示会 絵画展示室 
平成 22年 6月 1日 

～平成 22年 10月 29日 
317名 

平成 22 年度下半期展示会 絵画展示室 
平成 22年 11月 3日      

～平成 23年 3月 31日 
235名 

鳩山絵画展 絵画展示室 
平成 22年 7月 30日 

～平成 22年 8月 31日 
238名 

 
イ 地域の貴重な歴史・民俗・工芸などの各種文化財の保護と生涯学習等の

機会に資するための文化財の活用に努める 

文化財の保護としては、埋蔵文化財関係で開発との調整を図るために各

種開発に伴う埋蔵文化財試掘調査を９か所で実施しました。また埋蔵文化

財発掘調査報告書を２冊刊行しました。ほかに出土品の再整理・再収納を

行いました。また、地域史料関係として近世～近代の諸家文書の目録の作

成も、昨年度に引き続き行いました。 

また、南比企窯跡群の国指定史跡化へ向けた準備も行い、文化庁主任調

査官による現地視察、学術評価委員会を立ち上げました。同時に窯跡群の

啓発普及をはかるためのパンフレットも作成しました。 

文化財の活用としては、多世代活動交流センター２階民具展示室におい

て出土品展示会 ｢熊井焼～出土品を中心に～」を開催しました。 

また、比企地区文化財振興協議会主催事業の巡回文化財展比企のタイム

カプセル１１「比企のあけぼの」鳩山会場を、町立図書館で開催しました。 

 

展 示 会 等 場 所 開催期間 参加者数 

「熊井焼～出土品を中心に～」 民具展示室 
平成 22年 11月 3日 

～平成 22年 11月 30日 
175名 

比企歴史の丘巡回文化財展 
「比企のあけぼの」 

町立図書館 
平成 22年 9月 7日 

～平成 22年 9月 12日 
164名 

ウ 学校教育と連携した郷土の理解を深めるための郷土理解教育の推進に
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努める 

多世代活動交流センターの展示室において出土品や民具の展示解説を

行い、昔の暮らしや道具の理解、並びに郷土の歴史の理解を深める授業の

支援を行いました。また、鳩山中学校選択社会科「焼き物の里はとやま」

では、土器の製作・焼成などの実作上の授業の支援を行いました。 

 

  ②鳩山中学校ミュージアムの創造・活用プラン（郷土学習センター構想） 

   鳩山中学校の内装木質化並びに大規模改修に伴い、文化財展示室を中学校内 

に３室設けました。各学校教員と文化財担当者で文化財展示室設置準備委員会 

を組織し、効果的な展示方法と学校教育における活用方法の２点を主な議題と 

して、１０月と２月の２回にわたり会議を開催しました。また、３室について 

は、出土品や民芸品等を展示し、平成２３年度からの利用に向け、準備を進め

るこ 

とができました。 

 

  ③スポーツ行事の活性化、施設の活用・充実プラン 

「子どもから大人、高齢者まで」といった生涯スポーツの原点に基づき、ス 
ポーツ少年団や体育協会並びに体育指導委員・振興委員協議会との連携を図り、

各種のスポーツ大会等を開催しました。 
   また、各競技部の主管による各種大会や講習会等も開催しております。 
 

※主な大会と参加者数 
大 会 名 参加者数 

第２４回グラウンドゴルフ大会（個人戦） １９０名 
第２２回ウォーキング大会（秩父市・琴平丘陵）    ２７名 
第３回小学生グラウンドゴルフ大会    ８０名 
第５３回町民体育祭 ２，３９６名 
第２８回鳩山駅伝大会  ４８チーム 
第３７回正月マラソン大会   ２８０名 
第１９回鳩山親善サッカー大会  １６チーム 
第２８回鳩山町スポーツ少年団野球大会  １６チーム 
第３回近隣交流ミニバスケットボール大会   ４チーム 

 
体育協会及びスポーツ少年団加盟団体に対し、育成費を支給しました。また、 

各競技部の自主的活動に対し、本部としての活動支援も行いました。 
 

種 別 育成費支給団体数 育成費支給額 
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体育協会 １５ ７４７，７５０円 
スポーツ少年団  ７ ７０８，５００円 

 
各競技部における技術指導だけではなく、「もしもの時の救命知識と対処方 

法」を学ぶため、第４回普通救命講習会を開催しました。スポーツの技術指導

だけでなく、幅広い知識と対応できる力が必要だと考え企画しました。 
 

種 別 参加人数 

体育協会 １３名 
スポーツ少年団  ６名 

 
スポーツ少年団指導者認定員講習会及び指導者研修会に参加し、新たな指導 

者の人材確保と更なる技術指導等の習得を図りました。 
 

種 別 参加人数 参加内訳 

認定員養成講習会 ４名 野球２名、バスケット２名 
指導者講習会 ３名 野球２名、柔道１名 

 
鳩山町民体育館のアリーナにバスケットゴールを設置しました。これにより 

スポーツ少年団はもとより小・中学生、一般の方々など多くの方に利用してい

ただいております。スポーツ少年団本部主催のミニバスケットボール大会も開

催しました。 
また、小用庭球場にはトイレを新築しました。小用庭球場の隣接地には、公 

園もあることから土曜日・日曜日などの休日には、家族でテニスを楽しんでい

ただいております。 
 

  ④一人１スポーツ実践プラン 

「子どもから大人、高齢者まで」といった生涯スポーツの原点に基づき、「い 
つでも、どこでも、だれでも」スポーツに楽しめるよう取り組んでまいりまし

た。 
スポーツには勝敗や記録を競う競技スポーツと楽しみとして行うスポーツ 

や比較的簡単なルールで手軽に楽しむことを目的としたニュースポーツなど

があります。 
また、ウォーキング等の健康づくりやレクリエーションとしての運動まで幅 

広く考えられます。 
町では、町内のグラウンドゴルフを愛好する団体と数回の準備会を開催し、 

町民の健康を増進し、明るい町づくりに寄与するとともに会員相互の親睦と生
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涯スポーツの振興を図ることを目的とし、鳩山町グラウンドゴルフ協会を設立

しました。また、あわせて親善グラウンドゴルフ大会も開催しました。 
比企地区体育指導委員協議会主催による研修会に体育指導委員を派遣し、ニ 

ュースポーツの技術及びルール等の習得を図りました。 
 

主催者 種目 参加人数 

比企地区体育指導委員連絡協議会 パークゴルフ  ４名 
比企地区体育指導委員連絡協議会女性部会 ビーチボール  ４名 

 
夏季厚生計画の促進を図るため、近隣のレクリエーション施設（プール）を 

利用する方へ利用補助を行い、町民の健康の維持管理と増進を図りました。 
 

施設名 利用者数 補助金額 

ニューサンピア埼玉おごせ    ８９３名   ３５７，２００円 

川越水上公園    ２９８名    ５９，６００円 

 
【評価】 
 ① 展示関係では美術・出土品展示会ともに好評のうちに開催できたものと考 

えています。今後は展示室のさらなる活用を図るために、美術・出土品展示 

室共に戦略的な企画を検討する必要があると思われます。 

文化財の保護・活用では、引き続き文化財全般にわたる保護・活用事業が 

達成されたものと評価できますが、当該分野は継続的な取り組みが必要な部

門ですので、その水準維持が次年度以降も確保されることが求められます。 

また、南比企窯跡群の国指定史跡化については、鳩山町固有の文化遺産で 

ある須恵器窯跡群を保護するだけでなく、町の活性化や、各種文化政策への

寄与を通じて文化力の向上が望めるものであり、事業の性格上長期戦で取り

組まなければならないものと思われます。 

学校教育との連携では、地域性を活かした個性的な授業支援が果たされた 

ものと考えます。今後は学校教育での文化財の活用をよりいっそう支援して

いくよう努力していきます。 

 

 ② 平成２２年度は、文化財展示室の準備段階であり、設置準備委員会を組織

し、教員の意見を広く聴取し、文化財展示室に反映できたことは大きな成果

であったと考えます。平成２３年度からは、小学校や中学校の授業にいかに

生かしていくかが課題であると思われます。児童生徒が出土品などに直接触

れることは、実体験をとおして学ぶことになり、一層の教育効果が期待でき

ます。また、小学校の授業を中学校内で実施することにより、中学校教員が
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小学校の授業に関わることにもなり、児童が中学校や中学校の教員に慣れ、

中１ギャップの解消も期待されます。これらのことをとおし、小・中の連携

推進にもつながると考えています。 
   

  ③ スポーツイベントの３大事業のうち町民体育祭では、武蔵越生高等学校の

チアリーダー部を招待し、お昼休みの時間帯を利用してチアリーディングを

披露していただきました。プログラムへの参加選手の増だけを考えるのでは

なく、みんなで力を合わせて懸命に取り組み、つくりあげることや、スポー

ツの素晴らしさを実感するという観点から判断すると、体育祭を盛り上げる

目玉のプログラムとなりました。また、正月マラソン大会では、前年度を大

幅に上回る参加をいただきました。参加者を募るにあたっては、受動的に仕

事を進めるのではなく、早い段階から関係各位に参加依頼や周知等を行って

いったことが、より多くの方に参加いただいた要因のひとつではないかと感

じています。また、余興的側面からも見ても、大会を盛り上げることができ

たと思います。 

各競技部による各種大会や講習会等については、創意・工夫のなかで企画

していますが、参加者数が減少傾向にもあります。よって、初心者から経験

者までが親しめる内容を検討していく必要があります。 
    今後も、生涯スポーツの基盤を強化していくには、体育協会だけでなく、

スポーツ少年団、体育指導委員・体育振興委員との連携を図っていく必要が

あります。また、指導者の養成・育成は欠かすことができない課題であり、

団員の確保と並び重要な位置にあります。競技技能や知識を深めるための各

種講習会等の開催を周知し、積極的な参加と人材の育成に努めていく必要が

あるものと考えます。 
   

④ なお、スポーツに取り組んでいくうえで、活動拠点となる施設を確保・提

供していくことも重要です。町の体育施設は老朽化が目立ってきており、早

急な修繕を要する施設も出てきています。学校体育施設を含め、より効率的

な運営と管理が今後の大きな課題となっています。 
「町民一人１スポーツ」を目標に、「いつでも、どこでも、だれでも」身

近にスポーツに親しみ、楽しめるようなスポーツ環境づくりに取り組んでい

ます。子どもを対象としたイベントから、成人や高齢者までの多世代に渡る

各種事業を企画・実践できたことは評価できる点であると思います。 

 
 
 
５ おわりに 
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教育委員会では、今までも教育行政の重点施策について、点検・評価を行い進

めてまいりましたが、平成１９年度から始まった学識経験者の知見を活用するこ

とにより、さらに目標に向けて努力することが必要であるとのご意見もいただき

ました。 
教育委員会では、今後とも外部評価委員のご意見・ご提言を真摯に受け止め、

さらに研さんに努め、より効果的な教育行政の推進に努力してまいります。 
 



学識経験者からの意見並びに提言 

 

１ 点検評価報告書に係る意見 

（１）創造性と社会性を育む幼稚園・学校教育の推進 

 電子黒板が授業にいかされているのは良いことだと感じた。   

 また、引き続いて多くの加配教員等を配置していただき、親としてあ

りがたいと思う。 

 

 

（２）健やかな心と体（感動・優しさ・努力・体力）を育む健康教育の推進 

 緑の多い環境の中にいる鳩山町の子どもたちが比較的運動能力が低い

のは意外でした。中学生は自転車通学や部活動があるので体力は上がっ

てるが、小学生については、体力が低いので普段の生活の中で運動を取

り入れていくことも必要だと思う。 

 また、図書館の利用者数が伸びないのは、本を読ませるだけでなく、

勉強する場所としての環境づくりが必要で、夏休みに勉強する場所とし

て図書館を開放していることの広報もお願いしたい。  

 

 

（３）家庭・地域の教育力（愛情・安心・信頼・真心・躾）の向上 

 学校応援団の活動は、地域の人がいろいろなかたちで子どもたちを応

援したり見守ることで地域の教育力が向上していると感じた。また、こ

れから学校応援団がどのような広がりをしていくのか楽しみである。 

 一人一役運動については、一人一役与える仕事で、子どもに家族の一

員としての自覚をもたせる意味では、各家庭に声掛けをし、進めてほし

いと思う。自分のことは自分でやることから始めていき、もう少し大き

な役割を担ってもらうことがよいと思う。 

 

 

（４）生涯学習（文化的活動）とスポーツの振興 

 鳩山中学校に文化財展示室ができてよかったと思う。これから郷土学

習等に役立てて計画的に活用していただきたい。 
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